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－山東省章郎県旭昇郷東張官荘村と東酒嶋村の調査事例一
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I.はじめに
1984年8月に「中国農村経済学者学術友好訪華団」を結成し’10泊11日の日
程で河北省と山東省の農村を訪問し，調査をした')。今回の調査研究の目的は，
戦時中に満鉄調査部の「北支農村慣行調査班」が調査した主要村落を訪問し，
これらの村落が解放後どのような変遷をたどり現在に至っているのか，その変
1）「中国農村経済学者学術友好訪華団」の目的・メンバー・日程等については，拙稿｢華
北農村調査の成果と今後の課題」『東方』第48号，1985年を参照されたい。また,団
員の川井悟「中国河北農村の参観から」『同朋」第78号，1985年。同・田中恭子「華
北農村の解放と土地改革一河北・山東8力村調査報告一」 「華北農村の集団化と
近代化一河北・山東8力村調査報告， その2－」中部大学国際地域研究所『国際
研究』2， 1985年，同上誌3,1986年をも参照されたい。
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容過程を実態調査を通じて解明することにあった。しかし，大方の予測通り希
望していた村には入れず，その代わり他の村落5力村を訪問・調査することが
出来た。また,『中国農村慣行調査』中の河北省藥城県寺北柴村と山東省歴城県
冷水溝荘はホテルへ村幹部に来て戴き，聞き取り調査をすることが出来た2)●
本稿はその中の2力村，山東省章邸県旭昇郷東張官荘村と東酒嶋村の調査報
告である。旭昇郷へは8月28日に訪問し，郷の会議室で副郷長の張純仁氏(40歳）
から郷の概況説明を受け,質疑を行った｡その後,2班に分かれて東張官荘村
の農家を訪問し，そこで昼食を取った。会食の場には村の幹部等もいたので，
各班ともそれぞれ食事も忘れて村落事情について聞き取り･を行った3)･oその後，
郷の工場．小学校・敬老院等の諸施設を見学し，夕方ホテルに帰った。翌29日
には東酒嶋村を訪問し， ここでも2班に分かれて農家で聞き取りを行った4)。
そして,終わると簡単に村内を見学し，かつての村廟等をも見学した。東酒嶋
村には12時過ぎまでしか滞在出来ず，僅か半日の調査となった。
本稿は以上の農村調査から得られた資料に基づく。固よりこれらの資料入手
は筆者1人のみによって得られたものではなく，多くの団員諸氏の活躍による
ものである。この点において団員諸氏に感謝したい。また，筆者達の調査に対
して快く応じて下さった旭昇郷を始め東張官荘村，東酒嶋村の方々には大変お
世話になった。本誌を借りてお礼を申し上げたい。
2）寺北柴村と冷水溝荘については「中国農村社会経済構造の変容分析(5)」関西大学『経
済論集』第36巻第6号，1987年を参照されたい。
3）筆者が訪問した農家は周顕瑞（39歳）宅で，他の班は周顕礼（40歳）宅を訪問した。
それゆえ，周顕礼氏宅を訪問した班と聞き取り内容が少し異なっているところがあ
る。筆者が訪問した周顕瑞宅には1982年まで党支部書記であった張振遠氏(63歳)，郷
幹部の夏桂芽氏（女， 43歳）等が出席した。周顕礼氏によれば東張官荘村を訪問する
日本人は我々で3組目であった。
4）筆者が訪問した農家は寅書勝（53歳）宅で，そこには寅氏の妻・高玉華氏（52歳)，
1946年から1953年まで農会の主任であった田友謀氏（64歳）が出席した。他の班は夏
恒祥（42歳）宅で，そこには妻の劉文芝氏（45歳）と1958年の大躍進期から1966年の
文革期まで大隊長であった周憲文氏（75歳）が出席した。
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Ⅱ旭昇郷の概況
章邸県は済南市の3つの郊外県，長清県・歴城県・章邸県の1つで，済南市
の東に位置する｡旭昇郷はその章邸県城の南西約10キロメートルの所に位置し，
第1図に見られるごとく済南市街より公路を東へ走り，棗園から南へ右折し，
埠村を通過して再び東へ少し走った所にある。済南市街にある済南飯店よりマ
イクロバスでかなりスピードで飛ばして約1時間余かかった。旭昇という名称
は1956年の高級合作社化の時に，「太陽が昇る」の意から 「生活がだんだん良
くなる」ということを期待して名付けられた。旭昇郷は東張官荘村・東酒塙村
西酒場村・山周家荘村の4力村で構成されている。これらの村落は同族的色彩
が濃く，例えば東張官荘村は周姓・張姓が各40％，東酒潟村は周姓と劉姓とで
50%,西酒塙村は孟姓が60%,山周家荘村は周姓が70%である。
郷の総面積は680ヘクタール，耕地が480ヘクタール(7,200畝)で，戸数が
1,159戸，人口が4j500人である。ということは1戸当たりの耕地面積と人口
はそれぞれ6．18凱3.9人となり，華北農村に比して耕地面積の規模が小さ過
ぎる。これでは農業だけでは生活出来ないと思えるが， ここには後述するごと
く郷営工業が存在し，その工業への依存がかなり高く，収入における農業の比
重は小さい。耕地の3，800畝には夏作にトウモロコシ，冬作に小麦を栽培しぅ
2,700畝には棉花を栽培している。労働力は2,150人(全郷人口の47.8%)で,工
業従事者が1,600人(労働力の74.4%)，農業従事者は550人(同25.6%)であること
からも，工業の比重が高いことが窺える。肥料としては土肥が中心で，化学肥
料としてリン肥・尿素・炭酸アンモニュウム等を使用している。
旭昇郷は1984年3月6日に「政社分離」により旭昇生産大隊から旭昇郷とな
った。多くの郷が人民公社から郷になったのとは異なり，元・埠村人民公社は
埠村区（人口約8万人）となり， 旭昇生産大隊は旭昇郷となったごとく郷の規模
は余り大きくはない。 「政社分離」により旭昇大隊は行政組織の旭昇郷人民政
府，経済組織の旭昇郷経済聯社，党組織の旭昇郷党委員会と役割分担が明確に
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出典）市販の「済南市郊区汽車路線図」と田尻利氏が農家で筆写した地図より作成。
第1図旭昇郷概況図
』
第1表旭昇郷の10専業公司とその経営項目
Nol!'専業公司 ’ 工副業の経営項目
科技隊，農業服務姑
農機隊，運輸隊，機修隊，製修隊
鍛造廠，鋲接廠，家具廠，印刷廠，服装廠，橡皎廠，麺粉廠，
棉油加工廠
煤井，硫黄廠，建材廠，石灰廠
傳廠（5カ所）
電工組，看粟護渠専業隊， 自来水管理組
300m鈷機,500m鈷機，衝抓機
果園，東山林場，南山林場，苗圃
養猪場，養鶏場，孵化場
総合門市部（1カ所)，蛸筈店（4カ所)，飯店（2カ所）
農房辮公室，建築隊，予製廠（本郷の新村計画建設に責任を
負う）
農業服務公司
農機公司
工業公司
????
鉱産公司
建築材料公司
水電公司
???
林果公司
畜牧公司
商業公司
農房建設公司
????
出典）郷提供の「旭昇郷簡介」p.1に基づく。
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なり，経済聯社は10の専業公司を管理することになった。すなわち，全郷には
34の工業・副業があり，多種の経営項目にわたっているが，これらの工業・副
業を第1表に見られるごとく10の専業公司が管理している。
副郷長の概況説明と郷の資料によれば， 1980年頃より農業生産責任制を導入
し始め， 「統分」（集中と分割)の関係を正しく処理出来るようになり，農民の積
極性を発揮させた｡すなわち，生産額と利潤を定め,工業･商業は人員を定め，
工資(給料)を定め，流動資金を定め， 固定資金を定め， 超過生産を奨励する
「五定一奨」の請負生産を開始した。農業では家庭請負制を導入した。その結
果， 1983年は旱害であったが，農工総収入が526万元で，1982年に比較して
121万元の増加となった｡農業収入は107万元（総収入の20.3％)，工業収入が
419万元（同79.7％）と，工業の比重が圧倒的に高い。1人当たり生産額は1,200
元で，純収入は603元となった。これは1983年度の全国平均1人当たり収入が
309.77元であることと比較するとかなり高い5)。社員の貯金は120万元で,1
人当たり平均貯金が280元となる。国家への供出食糧が300トン(60万斤)に達
し，全郷公共蓄積金は650万元に達した。郷には自動車が12台，大・中型トラ
クター62台，電動モーター250台あり，その合計馬力は5,500馬力となり,1人
当たり1.25馬力である。社会福祉も発展し，まずこれまでは井戸の水を飲料に
していたが， 25万元かけて水道を設けた。次に25万元かけて敬老院・幼稚園・
浴場･理髪室を設け，学校の教室を30間拡張した。新村の企画として4つの村
に新築の家屋を300余戸建設した。娯楽として映画の上映隊や放送室・図書室
・青年民兵の活動室・遊戯室・球技場の8カ所を設けた。
1984年度の計画としては，糧食1，750トン(350万斤),棉花160トン(32万斤）
の生産量を目指し，工副業生産額は1983年の141万元増の560万元，全郷総収
入800万元,1人当たり生産額1,800元，純収入800元となっている6)。
5）『中国統計年鑑1984』1984年,p.472.
6）郷より入手した「旭昇郷簡介」p.3によれば，総収入は650万元,1人当たり平均生
産額は1,500元，純収入は700元となっているが，副郷長は概況説明の時に本文のごと
く修正した。
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1986年には4倍化の目標を実現し，総収入1,600万元に到達させる。そのた
めに, (1)4,000畝の糧田に400万斤の糧食,2,700畝の棉田に35万斤の棉花を
生産し，農業総収入を200万元に達成させる。そして，サービス網の拡大，
商品情報をうまく掴み，販路をつなぎ，年収を200万元に達成させる。(2)建材
工業に力を入れる。具体的には，①赤レンガは1983年の3,800万個を基礎にし
て， 1984年には7～8,000万個,1985年には1億個を実現し，収入を400万元に
する。②5万トンのセメントエ業は1984年の国慶節に操業を開始する計画で，
1985年には目標能力を達成し，400万元の生産額を実現する。(3)鉱山生産に力
を入れる。現在の1カ所の炭田に加えて， 1984年と1985年の2年間で新炭田を
1カ所，粘土鉱を1カ所を設け，1986年には150～200万元を実現する。(4)工業
製品の再加工による生産額の増額に力を入れ， 1986年には250万元を実現する。
採鉱業と加工業とで400万元の超過収入を実現する。そして，上記の4つの指
標を実現し， 1人当たり生産額を3,500元に，純収入を1,000元以上として，
基本的に中流水準に到達するとなっている｡
また，第7次5カ年計画により全郷の農工総生産額は2,692万元とし，1980
年度の255万元の10倍化を達成する。その内訳は工業総生産額が2jOOO万元
(74.3％)，農業総生産額(家庭副業をも含める）692万元(25.7％）となっている。
そして,建設する工業としてレンガエ場5，セメントエ場炭鉱，鋳物工場，
その他小工場がある。この結果， 1990年には1人当たり純収入を2,000元に達
するように努力するとのことである。
これらのことが実際に実現するかどうかは今後の経済建設いかんに関わって
おり，注目したいところである。
また，最近は農村市場も活性化し,旭昇郷付近の主な定期市(市集)として,第
1図に見られる県城．埠村鎮．棗園．文祖．旭昇郷があり7),10キロメートル
7）『章邸縣郷土志（全)』光緒33年によれば，県内に市集が30あり，県城の四関と埠村鎮
には市集があるが，棗園や文祖鎮には．ない。また，旭昇郷の市集は半年前に郷政府が
成立して以降出来た市集である。
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離れた県城では毎日市が開かれているが，特に農暦の4と9の日には参集者が
多く2万人に達する。その他の定期市の市日はそれぞれ農暦2と7，3と8，5
と10， 1と6のつく各日となっており，毎日どこかの定期市で市が開かれてい
ることになる。旭昇郷の農民がよく行く定期市としては3キロメートル離れた
区の所在地である埠村鎮がある｡県城や埠村鎮へは自転車やバスで行く。済南
へは毎日バスが2往復しており， これを利用したりもする。また,郷には雑貨
店が2店舗あり，簡単な商品はここで賄える。定期市は文革中の1968年の冬に
は停滞していたが，それでも埠村鎮の定期市は紅衛兵に管理されて存続してい
た。また， これらの定期市にはいずれも家畜市ｶﾐ立つ。郷の家畜には豚・羊・
聴馬・牛・馬等があり，鯆馬が一番多い｡現在， 鱸馬･牛･馬等の大家畜は100
頭以上おり，その30％が売買される。豚等は500頭位で，そのうち60％が売買
される。このような状況は1978年から始まった。すなわち,1950年頃には郷に
は30～50頭の大家畜がおり，1958年頃には100頭に増加する。しかし，上記の
定期市の家畜市は1958年から1978年まで停止された。というのは，(1)1958年に
｡ ､
郷には1台もトラク.ターがなく，1978年でようやく6台となったごとく，済南
市政府は生産手段の農業機械が少ないことから，家畜を生産用に利用しなけれ
ばならず，家畜を流動させないようにした。 (2)市政府に定期市の管理機関が1
つしかなく管理が困難なので， ‘ここから約50キロメートル離れた済南近郊の段
店集の家畜市のみ許可し，他での取引を禁止した。それゆえ， この市集には
3,000人～4,000人が集まった。しかし,1978年以降は他の家畜市も再開される
ようになった。
以上が旭昇郷の概況である。
Ⅲ、解放前の社会経済状況
1． 東張官荘村の社会経済状況
東張官荘村の住民は河北省翼州棗堵県より移民して来た8)｡張姓・夏姓が最
8）華北には山西省洪洞県からの移民伝説があり，質問したのであるが，洪洞県について
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も早く移住して来ており，村内に張姓が最も多いことから東張官荘村と名付け
られた。別に宮がいたわけではない。周姓は乾隆年間に河北省清河県より移民
してきており9)，家の門に「清河世胄」（清河を忘れるなの意）という横枇(横聯）
を掲げている。家譜には200年前からの記載があったが，紅衛兵が来て燃やし
てじまった。その言い伝えによれば，昔，周には9人の兄弟がおり，初め東酒
塙村から西南約30里の小周家荘に住み着いた。そのうちの3人が山周家荘村に
移り，その後他村へ移り住んだ。それゆえ， 4力村の周姓はみな同族である。
周憲文は第18代で現代は第28代までいる。同族の輩字は18代が憲文の文，19代
は殿, 20代は武,21代は立,22代は明で，顕は25代か26代に当たる。周氏の5
代前位までは一族が集まり小周家荘にある墓に参っていたが，現在は行ったこ
とがなく’ 75歳になる周憲文も行ったことがない。現在では同族が集まるのは
結婚式の時くらいであるが， これも全員が集まるわけではない6村東には道光
時代の廟があり，そこには泥塑像の関帝が祀られていたが，文革時に破壊を受
け，現在は空地となっている。
解放前の戸数は280余戸,人口は1,000人以上で，耕地面積は3,600畝あっ
た。階級構成は地主が9戸，富農が12戸，残りが貧農であり，その内容は記憶
していなかった。土地は地主が約3分の1．富農が3分の1足らず，貧農が5
は知らず，棗堵県から移民してきたとの応答があった。棗培県は恐らく堵と発音の同
じ強の棗強県のことと思われる。また，農民の応答では棗強県は山西省とのことであ
ったが，河北省の南部にあり， 山西省にはない。前掲『章邸縣郷土志(全)』の氏族で
は，張氏・焦氏・胡氏・謝氏・高氏等は皆棗強県からの移民である。 『中国農村慣行
調査』第4巻の歴城県冷水溝荘（章邸県の隣県）も棗強県からの移民である(pl)。
ところで，農民はなぜ棗強県を山西省と答えたのであろうか。馬長寿「洪洞遷民的社
會學研究」（『社會學刊』3巻10期，1932年）によれば，例えば山東省歴城県への移民
は洪洞県から最終的定住地となる歴城県までが遠く隔たっているので，河北省棗強県
へ第1次的移民を行い， その後現住地へ移民して来ている(p.14)。それゆえ，棗強
県を出発地の山西省と混同したものと考えられる。洪洞県からの移民伝説については
拙著『中国農村社会経済構造の研究』1986年，第6章を参照されたい。
9）応答では清河県も山西省であったが， 山西省にはなく河北省南部にある。
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分の1を所有しており，最大地主は西酒嶋村の通称・周百万であった。彼は北
京に住んでおり，お茶や雑貨の商売をしていた。その収入で土地を買い， 300
畝の土地を所有しており，これを本村民に小作させていた。彼には子供がいた
が，解放後逃げてしまった。在村の最大地主は劉丙仁で120畝の土地を3人の
長工を使って経営していた。他の地主は長工・短工を雇い農業経営をしていた
が，長工・短工は村内の者もあれば村外の者もおり，莱蕪県から雇って来る場
合もあった。
貧農の多くは東北へ出稼ぎに行き，農具を作る鍛冶屋で働いた。その数は約
500人に達した。というのは昔から章邸県には鉄鉱山があり， この県の人達は
「打鉄」（鉄を打つ）技術を持っており， これを子子孫孫に伝え，章邸県は3万
6,000人が鍛冶屋と言われる程にその人口が多かった。春になれば毎年同じ2
～3人のグループで出稼ぎに行く。行先は毎年同じではなく，遼寧省の藩陽や
吉林省の北城(白城の間違いか）・黒龍江省の牡丹江であり，遼寧省の藩陽が最も
多かった。彼らは鍛冶屋の道具を一輪車に載せ，約1カ月半ほどかけて歩いて
行く。そして，春節前に帰って来る。また，一家総出で行くのが40～50戸あっ
た。解放後の1949年から1952年にかげても出稼ぎに行ったり来たりする者は相
変わらず多く，1952年以後はその地の工場労働者となり，出稼ぎに行ったまま
帰って来ない者が約150人にもいた。現在ではその家族は約300人に達してい
る。応答者の張氏も16歳のとき1カ月10元の見習工として1年余牡丹江へ出稼
ぎに行った。見習期間は3カ年であったが，故郷で農業する者がいないので1
年余で帰郷した。これは牡丹工にいる同村民の紹介によるものであり，出稼ぎ
にも村内の人的結合が大きく寄与している。また，煙台の披県からも牡丹江へ
出稼ぎに来ていた。
地主や富農は村長になることを希望せず，村長には字の書けない中農がなっ
ていた。そして，実権は地主が握っていた。村は5つの「旅」に分けられてお
り， これは居住や近隣のまとまり， 道路等で分けられていた。「旅」の代表は
旅長で5人おり，村長やこれらの旅長は常に交代していた。この地方は1946年
27
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冬に解放され, 中農の膳徳浩が民兵隊長となり，農会の主任に張宝芝がなっ
た。前党支部書記の張振遠は25歳で村を守る民兵であった。民兵隊は5～6人
で1丁の土槍（中国製の銃）を持っている程度で，他の者は根棒等で武装してい
た。地主に対して闘争大会を開き,地主を殴ったりもした。土地改革は人口割
りで1人当たり1畝を分配した6例えば，土地を1人当たり2分所有しておれ
ば8分補った。また，村外に親戚がおらず村に残った地主には地主分の土地を
残した。ところが，約30％の農民は国民党が戻ってくるのを恐れて土地を受け
取らなかった。
1947年5月に国民党軍が戻って来て反撃したので，民兵の指導者である張宝
作（張宝芝の弟）が死に，膳徳浩は捕まり殺されそうになった。武器は国民党軍
に取り上げられ，土地や家具・農具・食糧も取り上げられた。そして，張宝衡
が村長となった。 1948年9月に村は再び解放され，膳徳浩が村長になり，民兵
隊は自衛団となった。
2. 東酒嶋村の社会経済状況
東酒嶋村(写真1．写真2)もやはり張姓が最も早く移民してきており，その名
前の由来は村の北約1キロメートルに1．5平方メートルの泉(潟)があり，その
泉の水が酒を作る時の蒸留水のようにきれいであったため名付けられた'0)。こ
の泉は20年前に炭鉱をつくった時，枯れてなくなった。また，『夏氏族譜』（光
緒9年)によれば，夏氏は明末崇禎13年(1640年)に6世の只悪(始遷祖)が棗強県
から章邸県南関に移民してきており，康煕35年(1696年)に7世の忠（2世)が埠
村鎮へ移住した◎そして， 8世の佃（3世)の時に東酒嶋村へ移住し，現在に至
っいる。その分節化の過程は第2表と第2図に見られるごとくであり，応答に
よれば夏姓は東酒嶋村に30余戸，埠村鎮に2,000余戸，月宮荘に200余戸，蘇
家灘に150余戸，三元荘に300余戸と散らばっている。
10）鳩は中央が窪んだところを意味し，ここでは泉を指している。
b
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村は近隣の居住により 7つの「排」に分けられ，各「排」には排長が置かれ
た。それゆえ，・「排」により戸数の多いと「排」と少ない「排」がある。解放
前の村長は地主の孔慶年で，彼は 3人家族で30畝の土地を所有していたので地
主と規定された。華北農村において 1人当たり10畝程度の土地所有であれば一
般には地主と規定されないのであるが，このように規定しないと貧農に土地が
写真1 東酒塙村の東西の目抜き通り。手前が銀音廟への坂道。
写真2 観音廟への坂道の途中から村を鳥諏する。
29 
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地
出典）二宮一郎氏作成に基づく。
第2図東酒塊村内図
第2表 夏一族の各村への分節化と各系の輩行字
~村、喜胃三元荘晨惜I埠村鎮蘇家灘旧軍鎮李福荘畢楊荘月宮荘文祖鎮計
始遷祖 1 
2 世 1 1 2 
3 世 1 1 1 1 4 
4 世 士 2 士 2 士 2 明 3 ， 
5 世 之 3 3 存 2 3 1 12 
6 世 印 4 印 4 印 3 開 8 1 得 4 24 
7 世 6 日7 7 13 4 廷 8 45 
8 世 広13 景 7 宗 4 思13 思 9 思 8 54 
9 世 元17 成 7 5 5 12 其 8 54 
10 世 振19 方 9 方 1 方 7 方 1 希10 希14 希 1 永14 76 
11 世 殿23 乗13 乗 2 殿12 殿 5 殿13 殿14 殿 1 敏23 敏 1 107 
12 世 致34 致13 致 2 致16 致 2 致11 致 5 致 1 致20 致 2 105 
13 世 維17 維 9 維 1 維 1 維 1 維 1 維 2 維 1 維 8 41 
14 世 允10 允 1 允 3 允 2 允 2 18 
出典）夏維吉重修『夏氏族譜」光緒9年より二宮一郎氏が作成した表を加工。 13世， 14
世は記述不十分のため人数が少ない。月宮荘8世思君は李福荘から出嗣しており
その系譜下の 9世3人の輩行字は其ではない。同様に11世の 7人は敏ではなく，
殿である。
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始遷祖
2 世
3 世 東酒埠村三元荘
（佃）（田）
4 世
章邸県城南関
（只怒）
「三
埠村鎮 1B軍鎮
（忠）（賛）
5 世 月宮荘
（美玉）
6 世
7 世
8 世
9世（翌）I出嗣
10 世
11 世
12 世
13 世
14 世
西田広荘 蘇家灘
（兌方） I (中方）
麿悶
出嗣
畢楊荘
（希安）
（思君）
文祖鎮
（鮪：麟）
出典）前掲「夏氏族譜」より二宮一郎氏が作成した図を加工。
（ ）は名前。
第3図 夏一族の分節化過程
3エ
分配出来ないためと思われる。村長には胞腿的（使い走り）としての貧農がつい
ており，この貧牒に村の仕事をさせた。その代わり貧農は食事と僅かの手当て
が支給された。また，村には観音廟（青雲廟）や正午廟（真武廟）・土帝廟（土地廟）
があり，観音廟は 5間房子の最も大きな廟で，廟地が13~14畝あり，この土地
は看廟的に小作させていた。この廟地は第 3図に見られるように小高い丘の上
にあり，土質が悪く自分で食べる程度の収獲しかなかった。観音廟は写真 3に
見られるように現在もその建物は残っており，解放後は小学校として利用され
.31 
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蕊議蕊義蕊
;P;-5秤》･『
企.今.｡..eP.
鶏認
蕊議灘??
外ざ
写真3丘の上にある観音廟（青雲廟)。かつてここに小学校
があった。現在は鶏小屋として利用されている。
…蕊鍵議議議議議蕊灘蕊篝簔
蕊??
写真4東酒塙村の正午廟（真武廟)。
たが'1)，現在では鶏小屋として使われている。正午廟も写真4に見られるよう
11）廟の側壁に「東酒嶋小学1965年6月1日竣工」と書いたレリーフがあり，これから判
断するとこの小学校は文革前の1965年に設立されたことになりjそれ以前は小学校は
なかったことになる。解放前には私塾があった。
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に第3図の所にその建物は残っている。土帝廟は1948年に破壊された'2)。死者
は一般に自分の土地に埋葬する。例えば，夏姓は村西の傾斜地に墓地があり，
文革により破壊されはしたが，現在も清明節には墓参りをしている。また，村
には貧困者や行き倒れの人を埋葬する義地もあった。
東酒嶋村の解放直前の戸数は242戸あり，その階級構成は地主11戸,富農2
戸，中農60余戸で，残りは貧農(そのうち雇農2戸)であり,村外地主はいなかっ
た13)。地主11戸は村内の50％の土地を所有しており，良地の多くは地主が所有
していた。地主はこれらの土地を小作経営するのではなく,､長工を雇って経営
していた。例えば，最大地主の責電栄は120畝の土地を所有し，3人の長工を
使って経営し小作には出していない14)。富農2戸はそれぞれ23畝，27畝を所有
しており，かれらが富農と規定されたのは長工を雇って経営したり，小作に出
しているからではなく，家族数の割には土地が多かったからである。すなわち
階級区分は1人当たりの土地所有の大きさによっており，富農では平均6畝，
中農では平均3畝，貧農では平均2畝余となっている。応答者の夏恒祥の父は
8畝の耕地を所有し，下層中農と規定されたとのことで，父母と本人の3人家
族であるとするならば1人当たり2.33畝となり，この点は頷ける。この8畝の
うちの6畝に夏作として玉米，冬作として小麦を栽培し，残りの2畝に大豆や
その他の作物を栽培していた。華北農村において1人当たり2畝余の土地では
生活出来ないので，貧農は短工や長工をし， さらには東北へ出稼ぎに行き，本
村でもやはり打鉄をした。特に1941年は握害，1942年は旱紘により1畝につき
数10斤の収穫しかなかったので,1942年には全戸数242戸の約半数は家族ぐる
12）他の班の応答では土帝廟は1952年に破壊されたとのことである。
13）夏恒祥の応答では村の戸数は190戸であり，その階級構成は大まかに言って地主が4
戸，下層中農60％，貧農39.5％であった。また,周顕礼の応答では4力村で地主は30
余人で70％の土地を所有していた。それぞれの姓別戸数は周姓が70～80戸，劉姓70～
80戸，夏姓30～40戸，孔姓20余戸，魏姓10余戸，張姓6戸,石姓5～6戸,趙姓1戸，
王姓1戸とのことであるが， これを合計すれば190戸はかるく超える。
14）賢書勝氏の応答によれば，現在寶姓は11戸あると、のことであるが，注6）に見られる
ごとく他の斑の応答には賓姓は1戸も出ていない。
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みで出稼ぎに行った。それまでの出稼ぎの多くは家族を残して春に出掛け冬に
帰郷して春節を家族一緒に送った。中農も出稼ぎに出ており， 出稼ぎの30%は
中農であった。これらの人々は解放後再び村に戻って来たが，土地改革に間に
合わない人もおり，東北において土地改革のとき土地の分配を受けた。また，
東北で土地の分配を受けた者でも故郷の土地の方がよいので土地を売って戻っ
て来る者もいた。出稼ぎの約20％は東北に住み着き戻って来なかった。本村の
出稼ぎ先は東張官荘村と同様，遼寧(藩陽）・吉林(長春)・黒龍江(ハルビン)の東
北三省が多く，例えば田友謀は1941年の春から1942年の冬までの2年間，吉林
省の四平市へ出稼ぎに行った。
1946年農暦10月に人民解放軍が村へ来て解放され,小土地改革を行った。土
地改革を主導する農会の主任には中農の孔繁英(50歳位)がなり，民兵隊長には
貧農の孔慶禄(20歳位)がなった。土地改革は2人の地主の土地，寅電栄の40余
畝の土地と陳遠海の20畝余の土地を没収し15)，中農は除外して貧農の一部と雇
農のみに分配した。しかし，国民党が頻繁にやって来たりしていたので，再び
戻って来て復譽されることを恐れ，半数以上の農民は受け取らなかった。 1947
年6月に国民党が再び村を占拠した。農会主任の孔繁英は国民党に連れて行か
れ，半日間殴られた｡地主から没収した土地や農具．家畜は取り上げられ，あ
る貧農は分配された鯆馬を売却していたので,農会幹部6人(中農2人,貧農4人）
は各自180斤の小麦を持ち寄って弁償した。そして，村長には貧農の章福安
(40歳位)が選挙で選ばれた｡そして,1948年2月に東酒嶋村は再び解放される16)。
15）同じ応答の中で没収した2戸の地主の土地は50～60畝ともあった。しかし，応答では
地主所有地が村内の50％を占めているにもかかわらず，没収地がなぜこのように少な
いのであろうか。恐らく， ’1)地主の子弟が解放軍に入っており「光栄之家」として没
収を免れたか， (2)地主地を小作している農民が国民党の復讐を恐れて小作地を没収し
て自己の所有地とせず， そのまま小作していたからであろう。
16）東張官荘村と東酒嶋村は第1図に見られるごとく距離にして僅か約2キロメートル離
れているだけであるが，解放時期が若干ずれているのはなぜであるのか， この点は不
明である。また，東酒嶋村と西酒嶋村， 山周家荘村とはそれぞれ1キロメートル離れ
ている。
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Ⅳ、解放後の歴史的展開
1948年9月に東張官荘村は再び解放され，裾徳浩が村長になり，民兵隊は自
衛団となった。そして， 1951年9月に再び土地改革を行った。その方法は第1
回目の方法と同じで，東北へ出稼ぎに行っている者は戻って来なかったので彼
らには土地を分配しなかった。土地改革の指導は農会ではなく，郷長や村長が
リーダーとなって保田隊を作り， この保田隊が土地改革を行うと同時に行政を
も行った。
1954年に互助組化が行われ，10数組が組織された。この組織率は約50%であ
る。そして， 1954年末に初級合作社化が行われ，村に6つの初級社が成立し
た。その組織率は貧農が全員参加し，地主･富農は参加出来ず，中農は入りた
くなかったので，約80%であった。1955年末には東張官荘村・東酒嶋村・山周
家荘村の4カ所を合併して旭昇高級合作社が形成された。社長には東張官荘村
の王立業がなり， 7つの生産隊で構成される17)。その内訳は東張官荘村に2隊，
東酒嶋村に2隊，西酒嶋村に1隊，山周家荘村に2隊であり，組織率は100％
となる。
1958年7月8日には34の高級社を合併して埠村人民公社が成立する。埠村公
社は埠村鎮・旭昇郷・南曹範郷・北曹範郷・鵺庄郷・山后塞郷の1鎮5郷を含
み， 34の生産大隊，6万2,000人を包括する大規模な人民公社であるため，埠
村管区・曹範管区・鵺庄管区の3つの管区に別かれ， 1管区に11～12の生産大
隊が属した。旭昇高級社は旭昇大隊となり，やはり7つの生産隊を持ち，大隊
長には周憲文がなった。彼は文革まで大隊長を勤めることになる。この大躍進
期のことに関して村民はあまり批判的なことは言わなかった。この時，小さな
井戸を120眼掘り，水車が10基となり，水利条件が良くなるとともに18),圃場
17）後述の東酒嶋村の調査では，高級合作社は1956年2月に成立したという応答であり，
また生産隊も15隊との応答であった。前者は旧暦で答えたのか新暦で答えたのか注意
しなかったことにより応答が異なっているとも考えられる。
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整理により生産の効率がよくなり， 1959年には初級社時期に比較して総生産量
が30％上昇した。1968年に生産隊数は7から27に増加し,1969年には15となる。
一方，東酒嶋村は1948年2月に解放され,1950年2月に土地改革を実施す
る。土地改革は中農の土地を動かさず，老幼男女に関係なく1人当たり2.5～
2.6畝を分配した。地主や富農も2畝足らずを分配された。例えば，農会主任
の田友謀は8人家族で5畝の土地を所有していたが，14～15畝の土地を分配さ
れ，生活が出来るようになった。また， 6間房子と食糧の分配も受け，家畜．
農具の分配はなかった。
1953年2月には互助組化が行われ，村には第1互助組から第4互助組までの
4つの互助組が成立した。各互助組への参加は村民の居住地によって分けられ
た。互助組への参加戸数は僅か40戸で，これは全戸数の16.5％に当たる19)6と
いうことは1互助組につき10戸が参加したことになり，田氏が参加した第3互
助組の参加戸数は12～13戸であったことからもこの点は頷ける。1955年3月に
は東酒嶋村に2つの初級合作社が成立し， 田友謀が参加した第4初級社には18
戸が参加した20)。もう1つの初級社には21戸が参加した。初級社には互助組に
参加していない農民も加入したが,逆に互助組に入(っていた農民でも初級社に
加入しない者がいた。1956年2月には旭昇高級合作社が成立し，組織率は100%
に達する。この高級社は郷に1つ,すなわち4力村で1つの高級社が成立した。
生産隊は15生産隊というが，これは東張官荘村で既述した内容と矛盾する21)。
1958年9月に34力村を合併した埠村人民公社が形成される22)。東酒嶋村は旭
18）
19）
20）
21）
現在では小井は35眼となっている。
これは解放前の戸数242戸を基数にして求めた。
これは郷から数えて第4番目に当たる。
他に東張官村3，東酒嶋2，西酒嶋村1，山周家荘村2の計8生産隊という応答もあ
った。 ・
東張官荘村の聞き取りでは34の高級合作者を合併して埠村人民公社を形成したとあ
り，34力村を合併したのではなかった｡旭昇高級社が4力村で組織されていることを考
えれば,34の高級社の合併と考える方が妥当である。また,人民公社化の月が異なるが，
これも14)と同様，旧暦か新暦か確認しなかったので異なっているとも考えられる。
22）
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昇大隊の7生産隊のうちの第2生産隊と第3生産隊となる。人民公社化により
井戸を10眼穿ち，その結果1畝当たり収量が200斤から400斤へと2倍に上昇す
る。1958年7月から各生産隊毎に公共食堂(東酒潟村には2生産隊があるので2つの
公共食堂となる）を作り，農民はここで食事をすることとなった。ところが,人に
より味に好みの差があり，しかも美味しくなく， 1959年12月に中止する。また，
紅炉(士法炉)‘は村では作らず，公社レベルで作り，製鉄を行った。1960～1962
年は旱害で収量が減少し，特に1961年はひどく，多くの土地で収穫がなかっ
た。一部の土地で収穫があったとして.も畝当たり数10斤であり，農民は国家か
らの救済と，食物を節約し雑草等を食べて飢えを凌ぐといった状態であった。
V.三中全会以後の農村経済の変貌
1984年3月6日「政社分離」により東張官荘村が成立し，行政組織の東張官
荘村民委員会と党組織の東張官荘村支部委員会に分離し，経済組織は別に作ら
れていない。それゆえ，村幹部としては党支部書記・民兵聯長・村民委員会主
任(村長とは言わない）・副主任・会計・農具管理人がいる。
農業生産責任制の導入は1980年2月3日に大包干制が実施され,1人当たり
平均1．4畝の耕地ｶﾐ分配され，4月からの棉花の栽培に間に合った｡大包干の
内容は,まず口糧地として1人当たり1畝を分配した23)。これは村を単位とし，
工場で働いている者には分配せず，家庭にいる婦人は働ける能力があるとして
分配した。また，棉作地は労働力のある者に対して希望に応じて分配した。例
えば，周顕瑞家は5人家族で，夫は都市に戸口(戸籍)を持ち，工場で働いてい
るので， 口糧地の分配はなく，妻と子供3人の計4人に対して4畝の土地が分
配された。また，周顕礼家は本人(炭鉱夫）と妻の孔祥春(孔子75代の子孫農業)・
長男（18歳炭鉱の無線電気修理工）・長女(15歳）・次女(11歳)の5人家族で，本人
と長男は口糧地の分配を受けていない。ここでは口糧地に対しても生産責任制
23）副郷長の応答とその内容が少し異なる。
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を実施しており， 1畝の産量を1,250斤とし，そのうち600斤を口糧とみなし，
その残りの650斤を国家への「徴購」として納める。もし,1,250斤以上超過生
産すれば，それは当然個人のものとなる。また，農業に従事する人は少なく，
口糧地の転包(又貸し）も可能である。
一方，東酒嶋村の「政社分離」は1983年12月に行政組織の東酒嶋村民委員
会，経済組織の東酒嶋村農業合作社，党組織の東酒嶋村党支部委員会に分離
し，人為的に作られた4つの生産隊は廃止され，その代わりに4つの作業組と
なる。
現在，東酒嶋村の戸数は306戸,人口が1,136人で，1戸当たり人口は3．7人
となる。姓別の比率は周姓が50%,劉姓が40%で，張姓が5～6戸である24)。
耕地面積は2,000畝で，その内訳は口糧地が1,100畝で，夏作に玉米，冬作に小
麦を栽培し,900畝には棉花を栽培している。農業生産責任制の導入は1980年
1月に包産到隊が実施される。これは生産隊毎に人員，耕地面積，生産量，肥
料．水．電気，任務を定めた「五定一奨」である。続いて1981年に1号文件が
発表されたことにより1981年12月～1982年1月に包産到戸の実施について相談
し25)，1982年1月から大包干を実施した。これは1,100畝の口糧地を工場で働
いている如何にかかわらず‘1人当たり1畝を分配した。この点は東張官庄と異
なっている。棉作地900畝については農業労働力に対して1人当たり567畝を分
配したが，希望者によっては増減することが可能であり，国家への義務さえ果
24）他の班での応答には戸数が250戸ともあった。村の規模が東張官荘村・山周家荘村・
東酒鳩村･西酒鳩村の順であり，郷の全戸数が1，165戸であることからこの数値が妥
当なようにも思える。
25）ここで言う1981年の1号文件とは何を指しているのか不明であるが，『三中全会一重
要文献選編一』（下） 1982年や『農村経済政策膣編1978-1981』（上）1982年から判断
すると， 1981年の重要文件としては「中共中央，国務院転発国家農委『関干積極発展
農村多種経営的報告（積極的に農村での多角経営を発展させることに関する報告)』
的通知」ぐらいしか考えられない｡農民の記憶違いであるとすれば， 1981年ではなく
1982年の1号文件である「農村工作会議紀要」が考えられ，これによって包産到戸や
包干到戸（大包干）は社会主義集団経済の経営様式と認められた。
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たせば口糧地も棉作地も転包が自由である。ところが，夏恒祥家は父親(72歳，
郷建築隊の工具管理人)と本人(42歳，埠村鎮の炭鉱夫)・妻(45歳，農業）・長男(21歳，
建築隊会計） ・長女(16歳，学生）・次女(12歳，学生)の6人家族で8.7畝を請負って
おり，労働力は妻1人なので5．7畝の責任田を請負っているとすれば，口糧地
は3畝となり，計算が合わない。 1畝当たりの国家への農業税は4元であり，
集団への公益金・公積金は18元である。また，人口の増減に対して口糧地は3
年に1回調整する予定で， 3年以内の変化に対しては， 1人増減すれば国家へ
の供出食糧の650斤を増減して調節する。棉作地については自由に転讓が可能
であるので，調整はしない。このような形式で分配した土地は15年間保証する
ことになっている。そのため， 1984年7月27月に章邸県人民政府は農民に「章
邸県土地承包管理使用証」を発給した｡
しかし，農業生産責任制の導入は農業生産の個別化とともに農民の私的利害
が突出し， これまでの集団の長所が損われる傾向にある。旭昇郷においても他
の調査村と同様26)，資料Iのような「郷規」（村徒)を1982年10月に定め，社会
主義的集団からの逸脱を禁止し，違反者に政治処分と経済処罰を与えている。
これは最近の中国農村の特徴でもある。
現在，学校は高級中学が埠村鎮にあり，東張官荘村では初級中学卒業の5分
の1（7～8人）が高級中学へ進学している。競争率は5～6倍と非常に高い。
旭昇郷の大卒者は15～16人で，在学生は7～8人おり，大卒者は皆済南市に
就職する。文盲は4力村で50歳以上の者が約400～500人(約8.9%～11.1%)b,
る。
26） 「郷規民約」については， 「中国農村社会経済構造の変容分析一福建省泉州市東海郷
灯星村の調査事例一」関西大学『経済論集』第35巻第5号，1986年，「中国農村社会
経済構造の変容分析一河南省鄭州市老鴉陳郷下波楊村の調査例一」同上誌，第36巻第
2．3．4号， 1986年,「中国農村社会経済構造の変容分析一安徹省鳳陽県武店郷霊泉
村と大廟郷西孫村后楊生庄隊の調査事例一」同上誌，第36巻第5号，1987年を参照さ
れたい。
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資料 I 郷規
ー，四つの基本原則を堅持し，共産党を愛し，祖国を愛し，集団を愛し，党と
政府の路線・方針・政策と法令を真面目に実行し，各種の不法行為や錯誤の
趨性と完全と闘う。
二，党の指導に服従し，組織分配に従い，集団の栄誉を擁護し，大隊党総支部
管理委員会の各規定決議を決然と実行する。
三，努力して政治を学び，文化を学び，科学を学び，技術を学び，集団が豊か
に，労働により豊かになるため科学農業を行うことを堅持し，技術革新を提
唱する。
四，各種生産責任制を真而目に実りあるものとし，三者の利益関係を正確に処
理し，科学管理を強化し，経済効益を高め，各項の経済指標を完成あるいは
超額完成する。
五，法を遵守し，人を殴らず罵らず，酒に酔ってもめごとを起こさず，公を損
ない私腹を肥やさず，人を傷つけ自己を利さず，人に抗して人を害さず，挑
発して事件を起こさず，人格を侮辱せず，不正な道を歩まない。
六，社会道徳を遵守し，老人を敬い幼児を愛し，仕事を尊び民を愛し，師を敬
い生徒を愛し（尊師愛徒），師を敬い学生を愛し（尊師愛生），隣近所は団結
し，家庭は仲良<'老人を扶養し，老・弱・病・障害者の世認をし，軍を擁
護し，軍人家族を大切にする。
七，風俗を改め，晩婚・晩育・一人っ子を提唱し，祝事を行い，売買婚を請負
わず， 結納を受け取らず， 葬式を簡索にし， 火葬を堅持し， 神仏にすがら
ず，運命判断や八卦等の封建迷信活動を行わず，客を招待したり贈り物をし
たりせず，派手に浪費をしない。
八， 「五講四美」活動を深く進展させ，話が穏やかで，事をするのに公平であ
り，品行は正しく，礼儀正しく誠実に人をもてなし，口汚い言葉や卑俗な言
葉を話さず，文明的生産・文明的商売を行う。
九，清潔を好み，衛生を重んじ，植樹造林をし，荒れ山を緑化し，花や木を栽
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培し，家禽や家畜を柵内で飼育し，街路や中庭・公共場所の美化，緑化，浄
化をよくし，蚊や蠅の発生源を除去し，基本的に蚊や蠅・鼠をなくし，衛生
の落伍をなくするようにする。
十，自力更生・刻苦奮闘の栄えある伝統を発揚し，勤勉節約して人民公社を経
営し，家を守り，一切の事業を行い，／同時に二つの文明に力を入れ，積極的
に文明村荘活動を展開する。
以上の郷規は幹部・大衆全体の討論を経ており，必ず真剣に遵守しなければ
ならず， もし違反があれば関係規則により政治処分と経済処罰を与える。本
「郷規」は大隊党支部が指導監督機関となり，調解委員会・村支部に諸実施を
委ねる。どの社員もみな遵守する義務があり，（以下不明）経済処罰の(?)現
金は一律大隊の公益金収入とする。
一九八二年十月
VI. 結
? ?? ?
?
東張官荘村と東酒塊村は解放前はともに河北省からの移民により成立してい
る。この点は華北一般の村々と同じである。その移民過程は第2表に見られる
ごとく必ずしも同族集団で移民してきたのではなく，最初は1家族で県城に移
り，その後子孫が増加するにつれて周辺の村へ移動した。それゆえ，これらの同
族はある一定範囲内に居住している。しかし，世代が経過するにつれて，かつ
て同族が一緒に祖先祭祀や墓参りをしていたのがなくなり，これらの同族のま
とまりは弱くなっている。しかし，第 2図に見られるごとく分節化した各房の
世代毎に名前に共通の一字を冠する輩行字は近い同族であれば同ーであり，遠
い同族間では異なっているが， 12世以降は同族共通の輩行字を使用している。
また，周姓においても輩行字が今でも存続しており，これは観念上での同族結
合の強化を意図したものである。その意味においては解放後も近隣の同族の結
びつきは幾分存在しているであろうが，同族廟はすでに破壊され，この地に移
民して来た始遷祖を頂点とする同族結合は実体としては存在しない。村内の同
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族であれば，土地改革や集団化において利害が直接的に一致し，現在でも一定
の機能を果たしていると思われるが，この点まで調査で立ち入ることが出来な
かった。
両村とも解放前は貧村であり，東張官荘村では農家 1戸当たりの耕地面積は
12.86畝と非常に少なく， これだけの耕地では当然生活が出来なかった。山東
省は渤海湾を隔てて遼寧省と接しており，河北省と並んで東北への出稼ぎが多
かった。両村とも村民の多くは鍛冶屋として東北の各地へ出稼ぎに行っており，
解放後も出稼先に落ち着き，帰って来ない村民も多かった。地主は県城に住む
不在地主ではなく，在村地主であるのも華北地主の一般的特徴である。しかも
西酒埠村の周百万を除く他の地主は長工を雇って農業経営をする経営地主であ
り，地主というよりも富農に近い。例えば，東酒埠村では富農の 2戸はそれぞ
れ僅か23畝と27畝の所有にすぎないのであるが，富農と規定された。その階級
規定は 1人当たりどれだけの土地を所有しているかであり，非常に単純明快で
ある。また，そうすることによって土地改革は非常に少ない耕地を分配するこ
とが出来た。
解放後の土地改革・農業集団化を経て現在の「政社分離」までの村落の変遷
は基本的に解放前の村落をベースにして行われている。すなわち，東張官荘村
では土地改革は村を単位にし，互助組・初級合作社はそれぞれ村内に10数組，
6社が成立した。東酒埠村では互助組が4組，初級合作社が 2社成立した。高
級合作社化は東張官荘村を含む 4カ村で旭昇高級社が成立し，人民公社化では
旭昇高級社は旭昇大隊となる。大隊の下の生産隊は 7隊から27隊，さらには15
隊へと変化をしたが，第 1図に見られるごとく各村が独立した衆村を成してい
ることから，村を単位として生産隊が形成されている。そして， 「政社分離」
により再び 4つの村が行政村として復活した。このように見てくると，両村と
も華北一般の村落と同様に解放前の自然村は現在まで一貫して存続している点
が理解される。また，両村は距離的には近いのであるが，土地改革の時期や農
業集団化の時期が異なり，農業政策の実施面において村毎にその独自性が見ら
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れる。高級合作社化・人民公社化では両村は一体化されるが，三中全会以後の
政策においては，特に農業生産責任制の実施時期やその方法が異なり，「政社分
離」の時期も異なれば，その中身も異なっている。すなわち，東張官荘村では
村の経済組織は形成されていないが，東酒埠村では経済組織の東酒埠村農業合
作社が形成されるといったように，村によって政策の中身に個性が見られる。
このように考察してくると，両村とも解放前の自然村が土地改革や農業集団
化・人民公社化を経て現在にいたるも一貫して存続し，村として機能している
ことが窺える。
〔追記〕 本稿の草稿を「訪華団」の団員であった中田睦子（甲南大学），ニ
宮一郎（大阪府立大手前高校）， 深尾葉子（大阪外国語大学） の諸氏に見て戴
き，不明な点を修正した。記して感謝したい。
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